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331.サッカーにおけるシーズンを通した

緩鎖的コンディション変動について
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{践的}サッカ…では，メンバー全員がほぼj司じ体力トレ…

ニングヤコンデイショニングプログラムを行う.これが1つ

の3妥協となって，サッカーに基礎的に繁求される体力・運動

能力発遼に犠人議が生じることが考えられる.そこで本研究

では，間一トレ}ニングプログラムによるシーズンを滋した

縦断的なコンデイシ aンの変動を綴加に観察し， rliJ…トレー
ニングプログラムによる発達度合いを均一にするための手段

について綬討することを躍的とした.

{方法}対象i立大学のトップレベルで活綴するサッカー選

手5名とした，議1定はラボラトリ}テストとして，教大畿繁

摂取蜜，等法性膝伸援j話出筋力，無酸素パワーテストを2月

初旬と8月下匂に行った.またフィーlレドテストとしてサッ

カーに婆求される運動能力を考慈し， 30m定，立ち5段跳ぴ，

メヂイシンボーJレ後方投げ，ブルガリアシャトルラン F ペー

ス迭の5種8をシーズン中iこ2/6，3/10， 4/10， 6/25， 9/3 

のきt5窃行った.各項尽の変動を向ースケ…jレで検討するた

め，得られた鱒獄械を標準化し検討した.

{結果および考翼連3被験者3の30m疾走速度のシーズン中

の変動をチーム平均と比較すると，被験者3'まチ…ム平均縫

よりも常に疾走速度が遠く，しかも対称的な変動であった‘

それゆえにチ…ムの平均銭のみでコンデイシ話ンを辞儀する

ことでは傑人の変動に対して十分な評錨がなされない.が考

えられた.被験者2'こB還して，教育笑習夜後の22w留に行っ

たフィーJレドテストにおいて，教育実留中トレーニングプロ

グラムが有気的持久力に鑓ったため，有気的な持久力にr~ し

ては発途したが，無気的持久カ，パワー，スピードに関して

は稔下が認められた.つまりサッカ}に婆求される運動能力

を総合的に発途させるようなトレーニングプログラムを計醸

する必要性が考えられた.被験者5に関して.jを怒，銚潔，

投獲のパワー系の穣密，無気的，有気的持久力の変動がそれ

ぞれ異なっていたことから，サッカーに要求される運動能力

を総合的に喜子舗できるようなコンデイションの語~Æ項自を選

出する必要性が考えられた.ラボラトリーテストで行った勢;

溶性膝伸袋線描筋力の結巣と同時期のフィーJレドテストの結

果を比較したところ，被験者1，5にnuしてはフィールドテ

ストの結果は勢遺を京しているものの，等遠性膝{申渡題曲第

カでは抵下していた.つまり義礎的な筋力の飯下が，必ずし

もより築接的な運動能力を評錯するフィールドテストの結果

を低下させる饗援とはならないということが考えられた.

以上より，サヅカ}に要求される運動能力を総合的に，長時

つ漣切なタイミングで縦断的に春子錨することで， トレ}ニン

グプログラムの見遊しが可能となり，コンデイションの変動

の館入楚を綾小糠に出来る可能性が考えられた.
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